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主体的・対話的に深く学ぶ「話すこと（やり取り）」の指導と評価の在り方
～楽しく話し，確実に話せるようになる！「即興性」を意識した言語活動と授業展開～
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【推薦のポイント】
○ 本論文は，多くの生徒が苦手意識をもっている「話すこと（やり取り）」に焦点

を当て，具体的な授業の進め方を明らかにすることで，この現代的な課題の解決を
目指した価値ある論文です。

〇 特に，研究構想を構造的に４点の取組に整理したこと，理論をもとに授業構成を
工夫改善したこと，学習指導要領に示された（やり取り）の言語活動を明確にして
いること，授業のゴールから遡って作る授業展開など，研究の筋が通っています。
その上で様々な活動を仕組み，評価・考察・改善・実践を蓄積し続けることで，結
果として生徒の半数が英語検定における高校卒業程度の資格を取得するという成果
にまで結びついていることが，よく分かります。
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１ 研究主題設定の理由 

(1)  社会情勢から 

令和 3(2021)年度から全面実施となった中学校学習指導要領では，三つの資質・能力である「知

識及び技能」，「思考力，判断力，表現力等」，「学びに向かう力，人間性等」を明確にした上で，「外

国語を使って何ができるように

なるか」という視点から小学校・

中学校・高校と一貫した聞くこ

と，読むこと，話すこと[やり取

り]，話すこと [発表]，書くこ

との 5 領域ごとに目標が示され

ている。そして，考えや気持ち

等を伝え合う対話的な言語活動

を一層重視する観点から，「話す

こと[やり取り]」の領域が設定

された。その領域における目標

を達成するための重要な条件と

して「即興で」が掲げられてい

る。「即興で伝え合う」とは，不

適切な間を置かずに相手と事実

や意見，気持ちなどを伝え合う

ことである。やり取りを行う際

は，相手の発話に応じることが

重要であり，聞き手が理解しや

すいように，限られた時間で話

す内容をまとめたり，それに関

連した質問や意見を述べたりし

て対話を継続・発展させること

である。 

また，文部科学省は，外国語 

学習・教授・評価の抜本的強化           【図 1 研究構想図】 

として，ヨーロッパ言語共通参照枠（Common European Framework of Reference for Languages ; 
以下 CEFR）を参考に Can-Do リストを作成し，活用することで，4技能・5領域のコミュニケー

ションを図る資質・能力別の目標を設定し，総合的に育成することを推奨している。上山晋平 

(2018)は「スピーキングは読み，書き，聞く能力を支えている抜能だ。(中略)スピーキングを重点

的に指導することによって，他の技能の力も自然と身についてくる」と述べている。このことから

も，コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，自分の考えや気持ちを適切に表現

したり，伝え合ったりすることができる生徒の育成に向け，話すことの言語活動を十分に行うこと

が必要である。そこで，「話すこと[やり取り]」の領域における「即興性」を高める授業づくりに

取り組むことにした。 

 

(2)  本校の教育目標から 

本校の学校教育目標は，「自らの目標に向かい，できるようになったことを認め合える調和の取

れた心豊かな生徒の育成」であり，また,「やさしく・かしこく・たくましく」という校訓をもと

に,知・徳・体のバランスのとれた生徒の育成を目指して日々の教育活動に取り組んでいる（図 1）。

これは，他者や自分自身にも積極的に働きかけ，目の前にある課題を解決していこうとする自己実

現を図っていく生きる力を意味し，本主題である「主体的・対話的で深い学び」の充実を図り，話

すこと[やり取り]の実現を図る授業改善は，その根幹を支える重要なものであると考える。 

 

２ 研究のねらい 

 

 

 

 

英語科の「主体的・対話的に深く学ぶ」授業づくりにおいて，即興性を意識した「話すこと

(やり取り)」の指導と評価に視点を当てた授業改善に取り組むことによって，生徒は楽しく話

し，確実に話せるようになるだろう。 
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３ 研究の方向性と継続性 

(1) 「楽しく話し，確実に話せるようになる」ための「話すこと[やり取り]」の改善・充実 

言語活動の充実について，山田誠志(2018)は，「伝え合う内容があってこその英語の授業」とし

て，コミュニケーションを行うため

の本来の目的に沿った授業づくりを

提案している。自分自身の授業を客

観的に評価してもらい，改善・充実を

図るため，授業の様子を動画に撮影

し，ケンブリッジ大学と連携・協力し

た授業研究を通して，「話すこと[や

り取り]」における Small Talk と

Skit(Role play)の言語活動について

課題点と改善策を探った（図 2）。  
Small Talk とは，「既習表現を繰り

返し使用できるようにして，その定

着を図ること」と，「対話の続け方を

指導すること」の 2 点をねらいとし

た活動であり，小学校外国語科で使

用されている教材でも見られる言語

活動である。今までは，授業始めの帯

活動として文部科学省からも示され

ている，計画的・系統的な取り組み      【図 2 ケンブリッジ大学との研修により挙がった課題】 
を Small Talk に取り入れて実施してきた。工夫として，会話を継続させる手立てとして挨拶や確 
認のための繰り返し，相づち等を段階に応じて取り入れる工夫をしてきた。 

東仁美(2003) は，Skit と Role play について，「Skit」は，satirical(風刺性)が高く，ユーモア

があり，生徒が教師のいくつかの指示や条件に沿って，場面や登場人物，ストーリーを自分たちで

決めて，事前練習をしてから，小道具などを用い演じる活動である。それに対し，Role play は，

役割カードによって，場面や登

場人物，話の筋書きがある程度

決まっており，生徒が即興で対

話を考えながら，それぞれ役を

演じる活動である。それゆえ，

即興的な対話形式の Role play
に比べ，Skit は登場人物の性格

やストーリー展開がはっきり

しており，生徒にとっても見る

側にとっても面白い，としてい

る。どちらも，ペアやグループ

で演じながら表現を習得する

ことができる活動である。即興

で会話の展開やつながりを意

識したセリフを考え，練習して

覚え，発表することにより，自

然な会話のやり取りを身に付

けるのに効果的であると考え

る。これまで，Small Talk で身

に付けた会話を継続させるスキ     【図 3 学習指導要領における話すこと[やり取り]】 
ルを定着させる手立てとして活用したり，教科書本文の場面設定を活用した発表を行ったりして

いた。発表を行うことで，他ペアや他グループのやり取りに刺激を受け，英語表現を多くインプッ

トできる場面と考え，授業づくりに取り入れていた（図 3）。 
 本研究では，学習指導要領解説の「話すこと[やり取り]」の言語活動アに焦点を当て，やり取り

を「相手からの質問に対し,即興的に適切な応答をしたり，関連する質問をしたりして互いに会話

を継続する活動」と位置付け，会話を継続・発展させる授業展開を図る。 
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(2) 目指すゴールの姿から授業展開を生徒と作成して共有する  

中学校卒業時の到達目標の 1つに，「コミュニケーションを    

行う目的や場面，状況などに応じて，日常的な話題や社会的 

な話題について，外国語で簡単な情報や考えなどを理解した 

り，これらを活用して表現したり伝え合ったりすることがで 

きる力を養う」とある。 

「即興的に英語が話せる生徒」を単元のゴールの姿と据え，   

単元の内容や時間のまとまりをどのように構成すれば，楽し  

く話し，確実に話せるようになる授業展開ができるかを生徒 

と共に考えた。話合いを通して，終末から授業をデザインし， 

即興で話す活動の事前活動として，導入時の話すことの帯活 

動，展開時の実際，活動後の振り返りと評価まで，授業の流 

れを生徒と確認し，全員が見通しをもった上で，言語活動を 

行うこととした(図 4)。                            【図 4 生徒と作成した授業デザイン】 

 

(3) CEFR と個別最適な学びの実践を兼ね備えた「Can-Do リスト」を生徒と作成して共有する 

英語能力指標の国際的な基準とされている CEFR の分類を参考に，学習指導要領は 4技能・5 領域 
に区分された。CEFR では，「Interaction(やり取り)は 2人以上が話したり書いたりする中で交互に 
Reception(受容)と Production (産出)を繰り返し，ことばを交換する行為」とし，コミュニケーション

の中核的な技能と位置付けている。 

学習指導要領における

「話すこと[やり取り]」

においては，「相手の言う

ことをしっかり聞く，理

解するように努めること

が大切である」として，聞

くことにも留意するよう

示している。さらに，実際

のコミュニケーションの

場面で自然に行われる会

話の切り出しやその流れ

をコントロールすること

が，学習指導要領解説の

「話すこと[やり取り]」

の言語活動に関する事項

に含まれている。そこで，

CEFR と Can-Do リスト

(小学校１年生から大学

院卒業レベルまで)を日

本語版と英語版の二種類

を作成して，生徒と共有

した（図 5）。英語版は，

振り返りを全て英語で行

うことと ALT との情報

共有に効果的であると考

え作成した。Can-Do リス

トには，資格試験(英検や

IELTS 等)の CEFR を盛

り込む工夫をするととも      【図 5 CEFR と生徒の目指す姿を示した Can-Do リスト】 

に，どのように活用すれば，学力向上につながるかを生徒と確認した。  
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(4) 言語材料の系統表を生かした場面設定を生徒と考える 

言語活動においては，生徒が興味・関心をもって取り組むことのできる工夫が大切である。学習指

導要領解説では，関心のある事柄として「スポーツ,音楽,映画,テレビ番組,学校行事,休日の計画,日

常の出来事など身の回りのことで生徒が共通して関心をもっていること」を扱うと示している。さら

に，「ペア・ワークやグルー

プ・ワークを行う際は,お互

いに興味・関心をもって話

し合い,相互理解を深めら

れるような題材や活動の工

夫」が求められている。          

  そこで生徒に扱う題材や

テーマやトピック等につい

てアンケートを実施したと

ころ，8つの場面(日常生活，

紹介，買い物，食事，電話で

の応答，旅行，道案内，郷土

の紹介)が挙がった。そこ

で，生徒が実際に自分の考

えや気持ちを伝えたい内容

になっているか,コミュニ

ケーションを通して自分の

考えを深め,友人の意見を

聞いて,更に新たな気付き

が生まれるような題材になって      【図 6 「話すこと(やり取り)」の場面設定を生徒と作成】 

いるかを一目で確認できるカリキュラムシートを作成した。言語材料としては，幼稚園教育要領解説

と小中高の学習指導要領を研究し，3 歳から 15 歳まで早期英語教育でも活用できる場面設定とした。

この取組により，生徒の成績や生徒の特性，発達段階に配慮した，誰一人取り残すことのない言語活

動につなげることにつながった（図 6）。 

  

(5) 活動と評価を生徒と共有する 

学習指導要領の三つの柱に関する外国語の目標をもとに，即興性を意識した「話すこと[やり取り]」 

について，コミュニケーションのポイントとその具体  

的な内容を生徒と共有した。これは単元末のスピーキ 

ングテストに向けて，英語で即興的にやり取りする力 

がバランスよく向上することと，コミュニケーション 

のポイントを Can-Do リストと関連させて提示するこ 

とにより，生徒の学びの動機付けの継続性と，即興的 

に英語でやり取りする力を向上させていくために協働 

性を必要とすることの意識付けのための取組である（図 7）。【図 7 指導と評価の内容を生徒と共有】 

学習指導要領解説において評価については，「話すこと[やり取り]」の活動中の言語使用について具

体的にフィードバックしたり，活動後に

生徒が自分の使用した英語について振

り返り，場面に応じた適切な表現方法を

確認する機会を与えたりすることが重

要と示している。そこで，ルーブリック

に基づくテストの評価表を作成し，生徒

が課題意識をもって自己調整を重ねる

ことで，積極的なパフォーマンスの発揮

につながるようにした（図 8）。作成に当

たっては，即興性を意識した「話すこと

[やり取り]」を，フィードバックによっ

て簡単かつ具体的にチェックができる        【図 8 話すこと(やり取り)の振り返りカード】 
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ようにすることで日常の授業で実用的に使えるようにした。特に，1 分間のやり取りで生徒同士，生

徒と JTE，生徒と ALT とローテーションで必ず対話をし，

それぞれで「正確な表現」，「やり取りの継続」，「積極的な態

度」の 3項目を評価できるようにした。なお，この振り返り

カードは，ポートフォリオ化して，得点の経過を振り返るこ

とで，観点別評価を自分自身でも分析することができ，自分

自身の成長を確認できるだけでなく，友人との比較や教師か

らの評価を通して，比較，改善することができるようにした。

指導者としては，生徒一人一人の定着度や学級全体の状況を

把握し，事後の指導に生かせるように工夫した。 

 

４ 研究の実際 

(1) 活動 1:Keyword input と Small Talk 
ア 活動の目的 

「即興で話すこと」に関して生徒意識調査を行ったとこ

ろ，言語知識の不足から即興性のある英語表現活動をス

ムーズに行うのを難しく感じていることが分かった。そ

こで即興で話せるようになるための過程として，言語活動 【図 9 即興で英語を話すための過程】 

に入る前に Keyword input の時間を設定した（図 9）。この設定により，第一段階として，「言い

たいことを思い浮かべる」ことができ，第二段階で，「英語でどう言うか考える」思考プロセスに

生徒自身が気付き，生徒自身が授業に積極的に参加し，課題解決に取り組むようになった。 

  

イ 指導の方法と活動の実際 

ペアで一人が場面設定を決め，キー

ワードを使った英文を言い，他方は相

手が言う英文を聞く。聞き手の生徒は，

発表する生徒の英文を聞いて，自分の

言葉で言い換える活動を行った。十分

なKeyword inputの練習の後で，Small 
Talk へ活動をつなげた。Small Talk で

は，最初は 30秒，次は 1分と各自で時

間を設定し，互いに会話を継続，発展さ

せながら対話を行った(図 10)。活動相

手や対話内容が同じにならないように

工夫するため，生徒同士，JTE との対話，【図 10 Small Talk における会話の継続・発展の工夫】 

ALT との対話，生成 AI(Chat GPT)を用いた対話と 4 パターンの対話する相手を変えて言語活動

を行った(写真 1)。 

 また，日常での授業の取組に加えて，多様な生徒との関わりを増やすため，ZOOM や TV 会議

システムを活用し，十島村 7つの学校との英会話交流を行ったり(写真 2)，併設した小学校児童と

共に全校生徒で英語を話したりする等，本校独自の英会話交流会(イングリッシュ・キャンプ)を設

定し(写真 3)，即興で話す機会づくりを行った。この取組の成果として，即興性のある話す力だけ

でなく，読解力や精聴力を向上させる語彙力を増やすことにもつながった。英作文力については，

Keyword input で覚えた語彙を Small Talk で使用したり，知りたい語彙を生徒たちが自ら調べた

りして，毎日の日記を英語で記入したりたため，即興的な話す力が飛躍的に向上した(写真 4)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【写真 1 生成 AI(Chat GPT)との対話の様子】   【写真 2 TV 会議による対話】 
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【写真 3 悪石島イングリッシュ・キャンプの様子】 【写真 4 英語による生活の記録の記入】 

Keyword input と Small Talk の 2つの言語活動を，「話すこと[やり取り]」の場面設定(図 6)を参

考に学習指導要領の場面設定をもとに取り組んだ結果，生徒と当初，系統付けした自作教材の 

題材である 8 つの場面(日常生活，紹介，買い物，食事，

電話での応答，旅行，道案内，郷土の紹介)以外のトピッ

ク(高校入試，模擬試験，海外文化，悩み相談，夕食の料

理レシピ等)が話題に挙がり，Keyword input と Small 
Talk の幅がどんどん広がっていった。個別での繰り返し

練習やペア練習を実施後に，自身の考えや意見を伝える活

動を何度も行い，「話すこと[やり取り]」の振り返りカー

ド(図 8)を活用して，振り返りを行った。その際に，Skit
の言語活動にもつながるように定型表現と構成の視点を

作成して，生徒と共有した(図 11)。                       【図 11 定型表現と構成の視点】 
   

(2) 活動 2: Keyword input と Skit(Role play) 
ア 活動の目的 

活動 1の Small Talk と同じ学習過程の流れで  

Skit，Role play を行った。この言語活動は，生 

徒自身が主体的に相手を配慮しながら即興で話 

す「学び合い」の場を作るのに適している。生徒 

は，活動を通して多様な情報や考え，気持ちなど 

をやり取りすることによって，相手について知っ 

たり，自分のことを知ってもらったりして，内容 

のやり取りをするコミュニケーションを楽しむ 

ことができる。CEFR と生徒の目指す姿を示した 

Can-Do リスト(図 5)を生徒と確認して，さらに【図 12 Role play を通じた学び合い活動の取組】 

この活動の意義を生徒と共有して，Skit や Role Play に取り組んだ(図 12)。この言語活動は，限ら 

れた時間で，即興的に伝え合うことができ，正確さよりも流暢さに重点が置かれ，使用する言語材 

料も限定されない。よって，既習の文法事項や 

語彙などを使用できるように活性化したり， 

言いたくても言えない英文を，辞書を使用す 

ることなく，どう表現したら伝わるかチャレ 

ンジすることができる。 

 

イ 指導の方法と活動の実際 

言語活動を行う前に，モデル会話の場面と 

Skit の主な課題について，生徒と確認を行っ 

た(図 13)。場面設定での伝える状況や条件に 

ついては，即興で JTE と ALT が場面設定を 

行ったり，AI(Chat GPT)に条件を伝え，状況 

を決めて言語活動を行う取組も実施した。   【図 13 モデル会話の場面と Skit の主な課題】 
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さらに，教師が ALT や生徒とモデルとなる言語活動を行った上で，モデルと評価基準を示した 

(図 14）。どのような表現が，どのような点で英

語コミュニケーションとして豊かであるか，内

容が面白いと感じるか等，生徒と評価基準を共

有して，豊かな話しぶりを追究した。 

Skit 実施後の振り返りによる感想では，生徒

が即興で話すテーマやトピックとなる英文を

指定せず，生徒自身が選択し，どんな場面設定

に変えてもよいことにしていたので，自由な友

達との対話によって，会話の進展を楽しめると

の振り返りが見られた。 

今年度の 4 月当初，即興で 30 秒も話すこと

のできなかった生徒が，3 か月で 5 分間の即興 【図 14 Skit のモデルと評価基準を生徒と共有】 

的な Role play をすることができるようになった。即興的な話す力の評価は，後日行う ALT との

一人ずつの面接で「表現の能力」を評価した。 

 

(3) 活動 3:パフォーマンス評価 

ア  活動の目的 

生徒が ALT との自由な対話を楽しみつつも，即興的な話す力が身に付いているかを確認し，英

語話者となるための見方・考え方を振り返ることがねらいである。また，英語で即興的に話すこと

に自信をつけさせたいという思いで言語活動を設定した。 

 

イ  指導の方法と活動の実際 

単元の到達目標として，一単元の終了時を軸とし

てパフォーマンス評価を行った。生徒は，順番に

JTE，ALT の前に来て行う形で行った。12月には，

中学１年生のオーストラリア人留学生を迎えて，

Small Talk や 1 対 1 でのコミュニケーションを取

ることでパフォーマンス評価につなげる取組も実

施した(写真 5)。 

円滑な活動実施のため，評価方法として，「話すこ

と[やり取り]」の振り返りカード (図8)を面接評 【写真5 オーストラリア留学生とSmall Talk】 
価シートとして使用することとした。この取組は，通常の授業の延長線上にパフォーマンス・テス

トがあることが分かり，安心して

テストを受けられ，さらに見通し

をもった活動につなげる工夫を

行った(図 15)。Small Talk と同

じように，“What are you going 
to do this weekend?”,“What 
food did you have for 
breakfast?”のような簡単な質疑

応答からスタートして，トピック

(基本的には 4 パターンを用意)

から 1つを選んで，5分間を計っ

て取り組んだ。 

活動では，JTE や ALT との会

話でもアイコンタクトを欠かさ

ずに，リラックスして笑顔で会話

を楽しむ姿が見られた。パフォー

マンス評価のトピックが，それま   【図 15 パフォーマンス評価の流れを生徒と共有】 

での Small Talk に関連する場面設定や事柄を扱ったことで，即興性のある面接試験ではあるが，

生徒はコミュニケーションの楽しさを感じ，自信を付けることができた。パフォーマンス評価の前

に，即興的な話す活動として，Keyword input や Small Talk，Skit(Role play)を通して何度も即
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興的に「話すこと[やり取り]」に

取り組んできているため，生徒は

落ち着いて取り組むことができ，

対話内容でも目標を十分達成す

ることができた(図 16)。 

即興で英語を話す資質・能力を

育む取組を始めた初期段階では，

CEFR で Pre-A1 から A1-1 の生

徒にとっては，多くの英文を話す

ことが難しかった。しかし，即興      【図 16 パフォーマンス評価の結果】 

的に「話すこと[やり取り]」の言語活動への取組を継続する中で，「話すことの内容や形式，構成」

といった視点での向上が見られた。 

    

５ 研究の分析と考察 

(1) 即興で「話す力[やり取り]」が高まったかを「話す内容」から分析した結果及び考察 

即興で「話すこと[やり取り]」による判断 

基準として，振り返りカード(図 8)と「話す 

内容による」分析シートにより，オーストラ 

リアからの留生と全校生徒それぞれの 1対 1 

による Small Talk や Role play を授業の中 
で設定し，即興で「話すこと[やり取り]」に 

よる言語活動からの考察を行った(図 17)。                   

即興性を意識した「話すこと[やり取り]」   【図 17 「話す内容」による判断基準】 

の指導と評価に視点を当てた授業改善

に取り組む以前は，「話す内容」につい

て，事実や特徴とその具体例や理由を述

べ，内容を膨らませて話していた生徒は

全校生徒の 2割であったが，取組の成果

として，全校生徒が「話す内容」を意識

して英語表現をしていた。その中で，「話

す内容」に広がりや深まりがあったA評

価の生徒は 8割であった。ここでは，「B
評価から A 評価に変化した生徒の発話

内容」を示す(図 18)。この生徒は，年度

当初の即興的な会話において部活に入

部している友達について，事実に加えて

部活の様子や，友達が練習している練習

の様子，相手の趣味や自分との関連等を

述べたりして，内容を膨らませていた。

即興性を意識した「話すこと[やり取り]」に   【図 18 CEFR Pre-A1 の生徒の変容】 

視点をあてた授業改善に取り組む前と後を比較すると取組後には，事実や具体例，考えや感想に内

容の広がりや深まりがあることが分かる。文法的な間違いや語彙の不足が時々見られるが，理解す

るには支障がない程度であった。これらのことから，Keyword input と Small Talk，Skit(Role 
play)をもとに，即興的な「話すこと[やり取り]」の言語活動を行ったことにより，「話す内容」も

充実してきたと考えられる。  

言葉を扱うことに特別な配慮を要する生徒への指導については，最初，Keyword input をもと

にした英語表現の発信や理解が難しい場面が見られた。しかし，回を重ねるにつれて，変化が見ら

れるようになった。振り返りでは，「前回よりも長く話せるようになった。長く話せると，話すこ

とが楽しいと感じた。もっと頑張って英語を話せるようになりたい。」といった記述が見られるよ

うになり，最終的に，英検 3級(中学校 3年生卒業程度)に挑戦し，資格を取得することができた。

これは話す意欲が高まったことにより，即興で話す力を伸ばし，それが総合的な英語力向上につな

がったと推測される。会話の中身として驚いたことは，“bite the bullet”や“break a leg”，“Piece of 
cake”と言った英語表現が自然に生徒たちから聞かれるようになったことであった。 
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(2) 英語アンケートによる分析と考察 

   全校生徒に取った，英語へ対する意識調査結果(令和 5年 12 月 9日実施)を以下に示す。 

 生徒への紙面アンケートの後，生徒一人一人の目標に合わせた個別英語計画年表を作成するため，面

談式による調査も行った(図 19)。もっと英語の授業で学びたい

こととして，「英字新聞や英語の絵本，本などを読む(40%)」，「英

文の速読術(50%)」，「ニュースやドラマ・映画・音楽を英語で見

たり聴いたりする(55%)」，「ディベートを行う(30%)」という意

見が聞かれた。要望に応える形で，世界史(イタリアの歴史)に

ついて，英語で授業した(写真 6)。この取組は，生徒の興味・関

心にもとづいた活動だったためか，授業後にイタリアの歴史に

ついて，自然と Small Talk が生まれていた。また，ディベート

については，“Aging population and AI”(少子高齢化社会と AI)」
という題材を設定し，Keyword input の後，即興で話す        【図 19 個別英語計画年表】 
活動を行った(写真 7)。この活動も生徒がわくわくして授業に参加していた。今後の授業改善に生かし

ていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【写真 6 留学生も含め，世界史を英語で学ぶ】  【写真 7 ディベート：「少子高齢化社会と AI」】 

【質問 1】 英語は好きですか。 
【質問 5】 英語を勉強するのは，英語を通してし 

て「新しい事を知りたい」からですか。 

〇 とても好き(80%) 

〇 好き(20%) 

 

〇 とてもそう思う(50%) 

〇 そう思う(30%) 

〇 どちらかというとそう思う(10%) 

〇 全くそう思わない(10%) 

【質問 2】 英語は得意ですか。 【質問 6】 今後，どんな学習をしたいですか。 

〇 とてもそう思う(20%) 

〇 そう思う(40%)  

〇 どちらかというとそう思う(30%) 

〇 そう思わない(10%) 

 

〇 スピーチ大会・ディベート大会(30%) 

〇 イングリッシュキヤンプ・英語村(40%) 

〇 海外留学(90%) 

〇 他教科を英語で学びたい(10%) 

〇 ネットを活用した海外との交流会(15%) 

〇 海外への修学旅行(90%)  

〇 学びたいことはない(0%) 

【質問 3】 中学卒業時までに目指したい英検の級は 

どの級ですか。 

【質問 7】 自宅での一日あたりの英語学習の平均

時間はどのくらいですか。 

〇 英検 1級(20%) 

〇 英検準 1級(40%) 

〇 英検 2級(30%) 

〇 英検準 2級(10%) 

〇 英検 3・4・5級(0%) 

〇 英検の目標なし(0%) 

〇 30 分未満(20%) 

〇 30 分以上～1時間未満(15%) 

〇 1 時間以上～1 時間半未満(25%) 

〇 1 時間半以上～2時間未満(25%) 

〇 2 時間以上～3 時間未満(0%) 

〇 3 時間以上(15%) 

【質問 4】 英語を勉強するのは，「様々な面から物 

事が考えられるようになるため」ですか。 

【質問 8】 英語を勉強するのは，「他の国の方々と

知り合いになれるから」ですか。 

〇 とてもそう思う(35%) 

〇 そう思う(35%) 

〇 どちらかというとそう思う(30%) 

〇 とてもそう思う(50%) 

〇 どちらかというとそう思う(40%) 

〇 全くそう思わない(10%) 

 授業は全て英語で実

施。楽しんでいる姿。 

 自己肯定感が上が

らない生徒もいる。 

 意欲・関心が高く，

中学卒業までに，大学

中級程度以上の資格

取得を目指して学習

している生徒が多い。 
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６ 研究のまとめ  

  (1) 研究の成果 

○  即興性を意識した「話すこと[やり取り]」の授業    

改善に取り組む中で，Keyword input と Small  
Talk，Skit(Role play) の言語活動は即興的な「話   

すこと[やり取り]」の言語能力を高める上で有効 

であることが分かった。 

○  年度当初から，生徒の振り返りシートは全て英 

語で行っている(図 20)。生徒のアンケートによる 

と，英語での振り返りについて，「知識だけに終わ 

らず，英語が使えるようになる。」「知識が身につい 

ているのが分かる。」「振り返りが英語だから過去 

形や時制の復習をできる。」「新しく学んだことを 

思い出してまとめられる。」のような感想ととも 

に，Keyword input と Small Talk，Skit(Role play) 
との関わりがあるという示唆をもらった。この気 

付きは，今後の研究につなげていきたい。 

○  Keyword input を基に話す内容を膨らませるこ 

とができなかった生徒への手立てとして，事前に 

マッピング等を用いて内容を関連付ける方法を指 

導した上で「話すこと[やり取り]」の言語活動に   【図 20 英語による振り返りを実践】 

より，話す内容を広げたり，深めたりすることができるようになった。この取組には，「話すこ 

と[やり取り]」の場面設定や，CEFR と生徒の目指す姿を示した Can-Do リストが効果的であ 

ると分かった。 

○ 全国学力・学習状況調査結果は，全問題 95％以 

上の通過率となった。資格試験を通した CEFR で 

は，中学 3年生は，大学中級程度(英準 1級)，中 

学 2年生は中学卒業程度(英検準 2 級程度)，中学 

1 年生は大学中級程度(英検準 1級)の取得及び英 

語力を身に付けることができた。 

 

  (2) 研究の課題 

即興で話す力を高めるためには，学習段階に応 

じて系統的な指導を行う必要がある。今後は，小 

学校・高等学校だけでなく，海外留学・進学等を 

考慮した言語活動の指導計画を作成し，実践して 

いきたい。 
 

(3) 終わりに 

今後も生徒が自由に即興で「話すこと[やり取 

り]」を楽しむ取組を続けたい。そのために，生 

徒が主体的に行うやり取りを広げたり，深めたり 

できるように，また，生徒同士が互いに学び合う 

環境を作り出せるように自作の授業改善シートや 

研究授業等を通して授業改善に取り組みたい（図 21）。  【図 21 英語授業力改善シート】 
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